
SMTPプラグイン設定例

■さくらサーバ、コアサーバ：独自ドメインでのSMTP設定

SMTPホスト

さくら初期ドメイン（sample.sakura.ne.jp）または、レンタルサーバ名（www数字.sakura.ne.jp）

さくらメアドのウィルスチェック

ウィルスチェック有効でもDKIM：Pass

　※契約時のさくらサーバの種類によっては、www000.sakura.ne.jpがウィルスチェックサーバのfsav119.sakura.ne.jp (fsav119.sakura.ne.jp [IPアドレス])にリレーするのでNGになる事があり、その場合はウィルスチェックを無効にする。

コアサーバのウィルスチェック有効にした場合に、送信元IPが変わりDKIM認証が失敗する場合があります。

DKIMが失敗し「dkim=neutral (body hash did not verify) header.i=●●」となる場合、spfに「 include:mxr.valueserver.jp」追記すると改善する場合があります。

さくらレンタルサーバで独自ドメインSMTPの注意点

独自ドメインを送信元にするには、暗号化を「無し」

　※さくらレンタルサーバでは、独自ドメインでのSMTP接続の暗号化が使えません。

www有りドメインだけをサーバに登録している場合は、メアドが「sample@www.sample.com」のように「＠www.」になる。

┗www無しネイキッドドメイン「sample.com」をさくらサーバにドメイン登録すれば「sample@sample.com」でSMTP認証が可能になる。

さくらドメインコンパネの注意事項

DKIM公開鍵をtxtレコード登録で文字数255文字以内の制限がある。

鍵生成を1024bitで生成すれば230文字程度で生成される。
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